広島大学図書館蔵『源語しをり』考 : 「忍草」歌を含まない「源氏物語忍草」 by 加藤, 伸江
広島大学学術情報リポジトリ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































田 子大学 書 文 文
面 行目 り お そ 文 で される
島大学 書 物 の区 り
書 しをり しの 物
本 版本 本 本 版本
関 明
生 合
の区 り 竹
宮 木
－ 51 －
52
る
。
ほ
か
の
本
の
の
区
り
と
な
る
と
な
っ
て
い
る
。
の
区
り
に
お
い
て
も
、
本
に
お
い
て
変
が
あ
っ
た
こ
と
が
で
き
う
。
 
以
、
島
大
学
書
『
し
を
り
』
の
本
文
内
が
、
「
物
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
た
。
し
か
し
、
本
書
の
書
は
「
物
」
と
は
な
る
。
ま
た
、
文
が
部
の
に
と
ど
ま
る
く
短
い
も
の
で
、
書
「
物
」
の
由
来
と
も
な
る
「
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
の
区
り
も
の
本
と
は
な
る
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
本
書
の
書
や
文
、
の
区
り
に
り
、
「
物
」
の
版
本
行
に
る
ま
で
の
本
に
変
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
書
は
、
そ
の
本
の
初
の
形
を
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
 
（
）
生
『
島
大
学
代
中
世
文
学
重
と
目
』
（
間
書
、
二
四
年
）
「
書
中
書
重
書
目
」
を
も
と
に
を
し
た
。
『
し
を
り
』
は
、
新
島
大
学
以
後
の
書
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
の
は
の
、
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
）
本
『
し
の
』
（
二
）
は
島
文
理
大
学
以
来
の
書
で
あ
る
。
こ
の
た
、
島
大
学
書
り
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
を
け
た
が
、
一
部
に
っ
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
不
明
な
を
っ
た
。
（
３
）
版
本
『
物
』
（
五
）
大
〈
〉
は
、
島
文
理
大
学
以
来
の
書
で
あ
る
。
第
五
目
の
に
「
金
目
」
「
日
本
四
目
原
助
」
六
の
目
が
さ
れ
た
版
で
あ
る
。
こ
の
版
に
つ
い
て
、
中
治
「
物
の
本
・
本
に
つ
い
て
」
（
『
物
の
研
究
』
和
書
、
二
〇
一
一
年
）
に
言
が
あ
る
。
（
）
田
『
物
事
』
（
出
版
、
一
九
六
〇
年
）
に
「
初
年
る
」
と
あ
り
、
沢
二
『
わ
か
り
物
』
（
社
、
一
九
八
六
年
）
に
「
年
（
一
六
八
八
）
に
書
か
れ
た
」
と
あ
る
。
『
物
注
書
・
史
事
』
（
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
に
は
、
立
「
初
」
と
あ
る
。
（
）
版
本
の
行
年
に
つ
い
て
、
中
治
「
物
の
行
年
に
つ
い
て
」
（
前
注
（
３
）
同
書
）
に
詳
し
い
。
（
）
中
治
「
物
の
れ
た
読
み
者
の
人
と
事
」
（
前
注
（
３
）
同
書
）
に
お
い
て
、
「
物
」
後
の
日
ま
で
を
「
の
五
年
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
）
中
治
「
物
の
本
・
本
に
つ
い
て
」（
前
注
（
３
）
同
書
）
に
お
い
て
「
地
方
に
は
ま
だ
本
の
形
で
わ
る
本
が
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
田
子
大
学
書
文
『
』
や
原
二
が
報
さ
れ
た
文
「
物
」
（
『
物
と
文
化
史
』
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
が
、
近
－ 52 －
53
年
地
方
か
ら
さ
れ
た
本
に
あ
た
る
。
（
８
）
沢
二
（
前
注
（
）
同
書
）
の
「
説
」
り
。
（
）
田
子
大
学
書
文
『
』
（
イ
ナ
文
）
。
こ
の
本
に
関
し
て
、
木
「
『
物
』
の
本
と
本
」
（
「
田
子
大
学
大
学
文
学
研
究
紀
」
第
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
論
考
が
あ
り
、
お
文
の
が
あ
る
。
ま
た
、
田
子
大
学
書
『
田
子
大
学
書
文
』
（
二
〇
一
六
年
）
に
も
が
あ
る
。
島
大
学
書
『
し
を
り
』
『
し
の
』
『
物
』
は
、
重
に
め
ら
れ
る
前
、
島
大
学
文
学
部
学
文
学
教
代
中
世
文
学
講
座
の
書
で
あ
っ
た
。
島
大
学
教
二
の
目
に
ま
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
文
『
』
と
と
も
に
、
関
づ
け
て
考
え
る
が
あ
ろ
う
。
（
）
文
の
「
物
」
は
、
社
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
「
本
家
・
手
・
島
大
学
書
山
地
域
史
ア
ー
イ
ブ
」
か
ら
し
た
。
（
最
終
二
〇
二
一
年
二
月
二
日
）
（
）
大
学
文
本
『
の
』
は
、
文
学
研
究
の
新
日
本
合
デ
ー
タ
ー
ス
か
ら
し
た
。
（
最
終
二
〇
二
一
年
二
月
六
日
）
島
大
学
文
学
部
二
〇
二
〇
年
後
「
代
中
世
文
学
演
」
に
て
、
本
書
『
し
を
り
』
が
教
と
し
て
取
り
ら
れ
、
ま
で
の
考
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
は
じ
め
講
生
に
多
大
な
る
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
島
大
学
書
り
、
版
本
『
物
』
（
五
）
大
〈
〉
、
本
『
し
の
』
（
二
）
大
〈
Ｂ
〉
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
を
け
ま
し
た
。
田
子
大
学
書
り
、
文
『
』
（
一
）
（
イ
ナ
）
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
を
け
ま
し
た
。
（
か
と
う
の
え
、
島
大
学
大
学
人
間
社
学
研
究
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
ン
ス
メ
ン
ト
・
プ
ロ
ジ
ク
ト
（
）
研
究
）
－ 53 －
